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狂
歌
師
長
谷
川
数
照
に
つ
い
て　
　
　

青
山
英
正
＊
日
本
文
化
学
科　

教
授

文
雅
家
（
狂
歌
）
号
は
白
菊
亭
又
は
佳
友
楼
、
通
称
和
泉
屋
仙
助
、
京
都
の
人
、

富
小
路
四
条
南
に
住
し
た
。
天
保
二
年
刊
の
狂
歌
蘭
亭
帖
（
一
名
曲
水
集
）
を

刊
行
し
て
お
り
、
狂
歌
手
毎
の
花
、
狂
歌
百
人
一
首
等
に
そ
の
作
品
が
収
め
ら

れ
て
い
る
。

　

な
お
、『
平
安
人
物
志
』
嘉
永
五
年
版
の
文
雅
の
部
は
、
数
照
の
代
わ
り
に
同
じ

四
条
冨
小
路
に
住
す
る
源
清
秋
（
通
称
長
谷
川
治
兵
衛
）
な
る
人
物
を
次
の
よ
う
に

立
項
し
て
い
る
。

源
清
秋　

四
条
冨
小
路　

長
谷
川
治
兵
衛

『
平
安
人
物
志
短
冊
集
影
』
は
、
こ
の
清
秋
と
数
照
と
を
同
一
人
物
で
あ
る
と
見
な

し
て
、「
数
照
」
と
署
名
さ
れ
た
短
冊
の
影
印
と
「
清
秋
」
と
署
名
さ
れ
た
そ
れ
と

を
並
置
し
て
い
る
が
、
清
秋
が
数
照
そ
の
人
で
あ
る
と
推
定
す
る
資
料
的
根
拠
ま
で

は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

　

そ
こ
で
本
稿
は
、
ま
ず
狂
歌
師
と
し
て
の
長
谷
川
数
照
の
活
動
を
概
観
し
た
上
で
、

こ
の
数
照
が
清
秋
の
名
で
、
和
学
者
城
戸
千
楯
の
主
宰
す
る
和
学
サ
ー
ク
ル
鐸
舎
の

一
員
と
し
て
も
活
動
し
て
い
た
こ
と
を
裏
付
け
資
料
と
と
も
に
確
認
す
る
。
そ
し
て
、

数
照
が
寛
政
四
年
生
ま
れ
で
あ
り
、
安
政
元
年
ま
で
は
存
命
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
の

生
業
が
飛
脚
問
屋
で
あ
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
そ
の
生
業
を
生
か
し
て
長
沢
伴
雄
編

『
類
題
和
歌
鴨
川
集
』
の
詠
草
取
次
所
を
務
め
、
地
方
歌
人
を
中
央
歌
壇
に
結
び
つ

け
る
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
な
ど
を
示
し
た
い
。

二　

狂
歌
師
と
し
て
の
活
動

　

管
見
に
入
っ
た
限
り
、
数
照
は
次
の
よ
う
な
狂
歌
集
に
入
集
し
て
い
る
。

①
新
泉
園
鷺
丸
催
『
橘
庵
東
遊
饗
応
二
拾
一
評
相
撲
立
』（
文
政
九
年
六
月
、
刊
）

②
橘
庵
田
鶴
丸
撰
『
俳
諧
歌
五
日
角
觝
立
』（
文
政
十
年
刊
）

論
文
（
一
）

狂
歌
師
長
谷
川
数
照
に
つ
い
て

　

―
　

飛
脚
業
と
文
事
と
　

―
　

青
山
英
正＊

一　

は
じ
め
に

　

長
谷
川
数
照
は
、
近
世
後
期
の
京
都
で
活
躍
し
た
狂
歌
師
で
あ
る
。『
平
安
人
物

志
』
文
政
十
三
年
版
お
よ
び
天
保
九
年
版
の
文
雅
の
部
に
は
、
次
の
よ
う
に
立
項
さ

れ
て
い
る
。

　
【
文
政
十
三
年
版
】　

長
数
照　

号
白
菊
亭　

冨
小
路
四
条
南　

長
谷
川
仙
助

　
【
天
保
九
年
版
】　　

長
数
照　

号
白
菊
亭　

六
角
烏
丸
西　

長
谷
川
仙
助

　

こ
れ
ま
で
数
照
の
事
績
は
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
さ
れ
お
ら
ず
、
狩
野
快
庵
『
狂
歌

人
名
辞
書
』（
横
尾
文
行
堂
・
広
田
書
店
、
一
九
二
八
年
）
等
の
人
名
辞
典
類
の
記

述
も
、
右
の
『
平
安
人
物
志
』
の
内
容
を
超
え
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
う
ち
最
も

詳
細
な
小
笹
喜
三
編
著
・
平
春
生
補
『
平
安
人
物
志
短
冊
集
影
』（
思
文
閣
、
一
九

七
三
年
）
で
さ
え
、
次
の
よ
う
な
記
述
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。



図 　北窓梅好撰『狂歌百人一首』（跡見学園
女子大学図書館蔵）
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㉕
千
種
庵
・
橘
庵
撰
『
美
人
菱
花
集
』（
同
年
秋
序
刊
）

㉖
白
菊
亭
数
照
編
『
狂
歌
蘭
亭
帖
』（
同
年
十
二
月
刊
）

　
　

※
数
照
の
肖
像
画
あ
り
。

㉗
鶴
廼
屋
・
梅
好
撰
『
狂
歌
百
人
一
首
平
歌
』（
同
年
刊
）

㉘
荻
農
屋
音
信
・
五
十
瀬
廼
屋
津
々
丸
他
撰
『
狂
歌
詞
玉
浜
荻
集
』（
同
年
序
刊
）

㉙
梅
好
撰
『
狂
歌
百
人
一
首
』（
同
年
頃
刊
カ
）

　
　

※
数
照
の
肖
像
画
あ
り
（
図
）。

㉚
都
文
園
守
棟
編
『
狂
歌
手
毎
の
花
』
五
編
（
同
五
年
一
月
刊
）

㉛
聴
風
軒
等
編
『
狂
歌
覓
玉
集
』（
同
五
年
跋
刊
）

㉜
玉
兎
園
寸
美
丸
・
北
窓
梅
好
・
聴
風
軒
・
秋
夜
長
樹
撰
『
花
鳥
余
情
狂
歌
集
』

（
同
七
年
刊
）

㉝
五
十
瀬
廼
屋
津
葉
丸
撰
『
伊
勢
海
』（
同
年
八
月
刊
）

㉞
橘
庵
・
玉
兎
園
撰
『
俳
諧
歌
種
心
集
』（
同
年
九
月
刊
）

㉟
千
種
庵
編
『
狂
歌
三
才
拾
遺
』（
天
保
年
間
刊
）

③
四
方
真
顔
撰
『
俳
諧
歌
三
友
会
』（
同
十
一
年
序
刊
）

④
真
顔
撰
『
四
方
廼
巴
流
』（
同
年
跋
刊
）

⑤
楊
棗
廬
・
蝙
蝠
軒
・
桃
李
園
撰
『
狂
歌
四
季
の
詠
め
』（
同
年
序
刊
）

⑥
千
種
庵
諸
持
・
橘
庵
・
聴
風
軒
草
浪
・
九
日
庵
撰
『
狂
詠
都
名
物
集
』（
同
十

二
年
春
跋
刊
）

⑦
『
花
円
居
』（
同
年
刊
）　

※
東
都
千
種
庵
大
人
上
京
待
請
一
会
。

⑧
湖
濤
園
蘆
元
（
三
代
目
湖
鯉
鮒
）
編
『
戯
咲
歌
三
玉
集
』（
同
年
序
刊
）

⑨
森
羅
亭
万
象
撰
『
四
方
歌
垣
翁
追
善
集
』（
同
年
刊
）

⑩
菊
廼
屋
真
恵
美
・
秋
廼
屋
颯
々
撰
『
四
方
歌
垣
翁
追
善
玉
比
古
集
』（
同
年
刊
）

⑪
湖
濤
園
撰
『
戯
咲
歌
月
濤
抄
』（
同
年
序
刊
）

⑫
二
世
浅
草
庵
守
舎
・
湖
濤
園
・
臥
竜
園
梅
麻
呂
編
『
狂
歌
真
木
柱
』（
同
年
刊
）

⑬
橘
庵
等
撰
『
都
曲
七
絃
集
』（
同
十
三
年
春
刊
）

⑭
森
羅
亭
・
弥
生
庵
雛
丸
撰
『
俳
諧
歌
追
福
香
花
集
』（
同
年
刊
）

　
　

※
真
顔
一
周
忌
追
善
。

⑮
戯
咲
歌
園
百
兄
他
撰
『
濤
花
集
』（
同
年
八
月
刊
）

　
　

※
初
代
三
代
湖
鯉
鮒
追
福
。

⑯
橘
庵
・
戯
坊
・
聴
風
軒
撰
『
狂
歌
五
十
鈴
川
』（
同
年
八
月
刊
）

⑰
橘
庵
撰
『
俳
諧
歌
千
竈
の
郷
』（
同
年
十
月
披
講
、
刊
）

⑱
鶴
廼
屋
乎
佐
丸
・
泥
田
坊
・
聴
風
軒
撰
『
狂
歌
歳
時
記
』（
同
年
序
刊
）

⑲
久
太
楼
比
売
麻
呂
撰
『
狂
歌
な
に
は
ぶ
り
』（
同
年
刊
）

⑳
臥
竜
園
撰
『
狂
歌
東
関
駅
路
鈴
』（
同
年
刊
）

㉑
菊
廼
屋
真
恵
美
編
『
狂
歌
百
鬼
夜
興
』（
同
年
刊
）

㉒
梅
屋
鶴
子
撰
『
狂
歌
一
代
男
』（
同
年
刊
）
1
（

カ
）

㉓
魚
廼
屋
砂
兄
撰
『
狂
歌
山
州
名
所
集
』
巻
之
二
（
文
政
年
間
刊
）

㉔
鶴
廼
屋
・
北
窓
梅
好
撰
『
狂
歌
日
本
風
土
記
』（
天
保
二
年
六
月
刊
）
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狂
歌
師
長
谷
川
数
照
に
つ
い
て　
　
　

青
山
英
正

が
三
十
丁
に
わ
た
っ
て
列
記
さ
れ
て
い
る
。
数
照
が
上
方
四
方
側
の
有
力
狂
歌
師
と

し
て
少
な
か
ら
ぬ
知
名
度
と
人
脈
と
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
、
こ
う
し
た
編
著
に
結

実
し
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

三　

歌
人
と
し
て
の
活
動

　

天
保
初
年
代
、
京
都
の
本
居
宣
長
門
人
城
戸
千
楯
の
主
宰
す
る
和
学
サ
ー
ク
ル
鐸

舎
に
集
っ
た
人
々
が
諸
社
に
歌
を
奉
納
し
、
そ
れ
を
『
諸
社
奉
納
歌
集
』
と
し
て
上

梓
し
た
。
こ
の
『
諸
社
奉
納
歌
集
』
は
、
以
下
の
四
点
の
現
存
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

い
ず
れ
も
半
紙
本
一
冊
で
あ
る
。

・
下
鴨
社
之
部
（
天
保
六
年
二
月
城
戸
千
楯
序
、
同
七
年
四
月
長
谷
川
清
秋
跋
）

・
上
賀
茂
社
之
部
（
天
保
六
年
四
月
福
井
芳
秀
序
、
同
八
年
二
月
桂
有
彰
〈
玉
兎

園
寸
美
丸
〉
跋
）

・
梅
宮
社
之
部
（
天
保
七
年
春
畑
中
重
稔
序
、
同
九
年
二
月
早
川
真
学
跋
）

・
松
尾
社
之
部
（
天
保
六
年
九
月
島
田
周
忠
〈
菊
廼
屋
真
恵
美
〉
序
、
同
九
年
三

月
尾
崎
正
明
跋
）

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
歌
集
の
巻
頭
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
鐸
舎
社
中
之
内
詠
人
」
と

し
て
参
加
者
の
通
称
と
姓
名
（
京
都
以
外
の
者
に
つ
い
て
は
所
付
も
）
が
列
記
さ
れ

て
お
り
、
右
の
四
点
の
い
ず
れ
に
も
そ
の
中
に
「

源
長
谷
川
徳
兵
衛

清
秋
」
な
る
名
が
見
出
せ

る
。

　

冒
頭
で
も
述
べ
た
通
り
、『
平
安
人
物
志
短
冊
集
影
』
は
数
照
が
こ
の
清
秋
と
同

一
人
物
で
あ
る
と
し
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
資
料
的
根
拠
ま
で
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
本
節
で
は
、『
諸
社
奉
納
歌
集
』
や
鐸
舎
周
辺
の
資
料
に
加
え
、
近
年
の
研

究
で
明
ら
か
に
な
っ
た
資
料
な
ど
も
用
い
て
、
長
谷
川
徳
兵
衛
清
秋
な
る
人
物
が
数

照
そ
の
人
で
あ
る
こ
と
を
立
証
し
つ
つ
、
清
秋
す
な
わ
ち
数
照
の
歌
人
と
し
て
の
活

㊱
橘
庵
・
佩
香
園
蘭
丸
・
魚
廼
屋
撰
、
白
菊
亭
数
照
他
副
撰
、
催
主
錦
連
『
狂
詠

福
わ
か
し
』（
刊
年
未
詳
）

㊲
梅
農
屋
撰
『
本
町
月
並
狂
歌
百
人
一
首
番
付
』（
一
枚
摺
、
刊
年
未
詳
、
東
京

都
立
中
央
図
書
館
加
賀
文
庫
蔵
）

　

所
付
を
見
る
限
り
、
数
照
が
京
都
以
外
の
地
に
転
居
し
た
形
跡
は
な
い
。
ま
た
、

号
は
白
菊
亭
以
外
に
、「
星
廼
屋
」（
④
『
四
方
廼
巴
流
』、
⑥
『
狂
詠
都
名
物
集
』）、

「
宝
六
庵
」（
⑰
『
俳
諧
歌
千
竈
の
郷
』）、「
佳
友
楼
」（
㉚
『
狂
歌
手
毎
の
花
』）
を

用
い
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

狂
歌
師
と
し
て
は
真
顔
門
で
あ
り
、
実
際
、
文
政
十
二
年
六
月
に
真
顔
が
没
し
た

際
に
そ
の
門
人
た
ち
が
追
悼
の
歌
を
寄
せ
た
⑨
森
羅
亭
万
象
撰
『
四
方
歌
垣
翁
追
善

集
』
を
始
め
と
し
て
、
京
の
菊
廼
屋
真
恵
）
2
（
美
（
⑩
、
㉑
）
や
魚
廼
屋
砂
兄
（
㉓
）、

都
文
園
守
棟
（
㉚
）
大
坂
の
鶴
廼
屋
乎
佐
丸
（
⑱
、
㉔
、
㉗
）
と
い
っ
た
同
門
の
狂

歌
集
へ
の
入
集
が
多
い
。
そ
れ
に
加
え
て
、
江
戸
の
千
種
庵
諸
持
や
臥
竜
園
梅
麻
呂
、

泉
州
堺
の
聴
風
軒
草
浪
ら
同
門
以
外
の
編
ん
だ
狂
歌
集
に
も
歌
を
寄
せ
て
い
る
の
は
、

真
顔
と
宿
屋
飯
盛
と
い
う
「
狂
歌
界
の
巨
人
」
が
文
政
十
二
年
と
翌
十
三
年
に
相
次

い
で
没
し
た
後
、
狂
歌
界
が
「
合
従
連
衡
の
組
織
構
成
を
重
層
的
に
形
成
し
て

い
）
3
（

た
」
こ
と
を
一
つ
の
背
景
と
し
て
い
よ
う
が
、
数
照
の
人
脈
形
成
に
は
、
彼
が
、

名
古
屋
出
身
で
江
戸
に
も
上
方
に
も
太
い
パ
イ
プ
を
持
っ
て
い
た
狂
歌
師
橘
庵
蘆
辺

田
鶴
）
4
（

丸
と
懇
意
だ
っ
た
こ
と
も
与
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
数
照
が
天
保
二
年
に
自
ら
蔵
版
主
と
な
っ
て
編
ん
だ
『
狂
歌
蘭
亭

帖
』
は
、
江
戸
の
臥
竜
園
梅
麻
呂
と
万
栄
亭
亀
麻
呂
、
京
都
の
橘
庵
と
玉
兎
園
を
撰

者
に
任
じ
、
そ
の
玉
兎
園
（
別
号
青
洋
）
に
挿
画
を
あ
つ
ら
え
、
書
肆
本
城
小
兵
衛

（
狂
名
都
文
園
守
棟
）
に
製
本
を
依
頼
し
た
も
の
で
あ
る
。
数
照
の
自
跋
に
よ
れ
ば
、

投
稿
は
三
百
八
十
余
人
、
歌
数
五
千
首
に
も
及
ん
だ
と
い
う
。
も
ち
ろ
ん
そ
こ
に
は

誇
張
も
含
ま
れ
て
い
よ
う
が
、
実
際
該
書
に
は
諸
国
の
狂
歌
師
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
歌
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〇
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年

か
つ
う
つ
し
ひ
が
め
の
あ
ら
む
を
た
ゞ
さ
む
さ
へ
わ
づ
ら
は
し
け
れ
ば
、
す
り

ま
き
と
な
し
て
乞
ふ
人
た
ち
に
お
く
り
、
猶
わ
が
む
れ
の
か
ぎ
り
に
も
み
せ
ば

や
と
て
、
ま
な
び
の
吾
は
ら
か
ら
の
中
に
彼
こ
れ
と
う
ち
か
た
ら
ひ
つ
ゝ
、
大

人
に
そ
の
こ
と
と
ひ
ま
つ
り
し
に
、
よ
か
ら
ぬ
哥
を
も
心
の
限
り
を
つ
く
し
て

神
に
奉
る
は
、
い
か
で
此
道
え
て
し
が
な
と
思
ふ
心
の
ほ
ど
を
か
み
も
あ
は
れ

と
こ
そ
お
ぼ
す
ら
め
、
そ
は
わ
た
く
し
の
ね
ぎ
ご
と
な
り
。
さ
て
は
世
に
お
ほ

や
け
に
す
る
に
ゝ
た
れ
ば
、
い
と
お
ふ
け
な
き
わ
ざ
と
ゆ
る
し
給
は
ぬ
を
、
い

な
さ
る
こ
と
に
は
侍
ら
ず
、
た
ゞ
吾
垣
内
の
人
々
の
よ
み
い
で
ら
れ
つ
る
い
た

づ
き
を
、
か
た
み
に
見
つ
ゝ
心
を
や
ら
む
の
み
に
こ
そ
と
、
し
ひ
て
こ
ひ
ま
つ

り
て
か
く
は
も
の
し
つ
る
に
な
む
あ
り
け
る
。
そ
の
こ
と
わ
り
を
お
の
れ
に
し

り
へ
に
し
る
し
て
よ
と
、
か
た
ら
ひ
つ
る
人
々
の
い
ひ
す
ゝ
む
る
も
い
な
み
が

た
く
て
、
わ
が
此
山
口
を
開
き
た
る
こ
そ
、
や
が
て
神
の
み
心
な
ら
む
と
、
を

こ
が
ま
し
く
も
か
く
ふ
む
て
は
と
り
つ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
保
七
年
う
づ
き
つ
い
た
ち
の
日　
　

長
谷
川
清
秋

　

内
容
は
、
お
お
む
ね
次
の
通
り
で
あ
る
。
鐸
舎
を
主
宰
す
る
紙
魚
室
の
大
人
す
な

わ
ち
城
戸
千
楯
が
、
そ
こ
に
集
う
人
々
や
千
楯
の
教
え
子
た
ち
と
と
も
に
諸
社
に
歌

を
奉
納
す
る
こ
と
を
思
い
立
ち
、
天
保
六
年
の
春
以
降
、
下
鴨
社
、
上
賀
茂
社
を
始

め
と
し
て
平
野
、
松
尾
、
稲
荷
、
梅
宮
、
日
吉
の
各
神
社
に
奉
納
し
、
京
都
以
外
の

神
社
に
も
奉
納
す
る
計
画
が
進
み
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
ん
な
中
、
遠
国
の
人
々
か
ら
は
、

歌
を
送
付
す
る
の
み
で
、
い
つ
奉
納
し
た
の
か
、
他
の
人
々
が
ど
の
よ
う
な
歌
を
詠

ん
だ
の
か
も
分
か
ら
な
い
の
で
ぜ
ひ
知
り
た
い
と
い
っ
た
声
が
上
が
っ
た
。
と
は
い

え
、
そ
う
し
た
も
の
を
一
人
ひ
と
り
に
書
き
送
る
の
も
手
間
が
掛
か
る
。
そ
こ
で
、

こ
れ
を
印
刷
し
て
希
望
者
に
送
り
、
ま
た
仲
間
内
に
見
せ
る
こ
と
に
し
よ
う
と
学
友

た
ち
と
相
談
し
、
千
楯
に
意
向
を
聞
い
て
み
た
。
す
る
と
千
楯
は
、
な
る
ほ
ど
上
手

で
な
い
歌
で
あ
っ
て
も
心
を
尽
く
し
て
神
に
奉
納
す
れ
ば
、
神
も
そ
れ
を
あ
わ
れ
と

動
を
辿
っ
て
み
た
い
。

　

で
は
ま
ず
、
清
秋
が
数
照
と
同
一
人
物
で
あ
る
こ
と
の
確
認
か
ら
始
め
よ
う
。
次

に
引
く
の
は
、
該
書
松
尾
社
之
部
に
掲
載
さ
れ
た
清
秋
の
歌
で
あ
る
。

名
立
恋

い
か
に
せ
ん
思
へ
ば
つ
ら
き
名
取
川
ふ
か
き
契
り
も
む
す
ば
ざ
る
間
に　

清
秋

　

深
い
契
り
も
結
ば
な
い
う
ち
に
恋
の
噂
が
立
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
嘆
く
内
容
の

歌
だ
が
、
こ
の
歌
は
、
千
楯
の
子
で
あ
る
千
屯
の
編
ん
だ
『
和
歌
八
島
の
浪
』（
天

保
七
年
秋
刊
）
下
の
恋
部
に
、
同
じ
く
「
名
立
恋
」
と
い
う
題
で
入
集
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
署
名
は
清
秋
で
は
な
く
数
照
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
長
谷
川
清
秋
と
数
照

と
が
同
一
人
物
で
あ
る
こ
と
の
有
力
な
手
掛
か
り
が
こ
こ
に
得
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　

そ
の
上
で
、
傍
証
を
さ
ら
に
二
つ
ほ
ど
加
え
た
い
。
以
下
に
引
く
の
は
、『
諸
社

奉
納
歌
集
』
下
鴨
之
部
の
清
秋
に
よ
る
跋
文
の
全
文
で
あ
る
。

鐸
の
学
び
や
の
こ
と
ゝ
り
給
ふ
吾
紙
魚
室
の
大
人
、
そ
の
つ
ど
ふ
ひ
と
た
ち
を

は
じ
め
、
を
し
へ
子
た
ち
と
と
も
に
、
も
ろ
〳
〵
の
神
の
み
や
し
ろ
に
哥
奉
ら

む
こ
と
を
思
ひ
お
こ
し
給
ひ
て
、
去
年
の
春
よ
り
、
か
も
下
上
の
み
や
し
ろ
を

は
じ
め
と
し
て
、
平
野
、
松
尾
、
稲
荷
、
梅
宮
、
日
吉
大
御
神
た
ち
の
大
ま
へ

に
手
向
を
へ
給
ひ
ぬ
。
か
く
て
な
ほ
も
み
や
こ
の
う
ち
は
さ
ら
に
て
、
と
ほ
つ

国
々
の
名
あ
る
神
の
み
や
し
ろ
ま
で
も
つ
ぎ
〳
〵
に
奉
ら
む
こ
と
を
、
わ
れ
も

人
も
ひ
と
つ
こ
ゝ
ろ
に
お
も
ひ
な
り
て
、
い
や
す
ゝ
み
に
す
ゝ
む
が
中
に
も
、

遠
き
国
な
る
人
々
は
わ
が
よ
み
い
で
ら
れ
し
を
玉
づ
さ
の
た
よ
り
に
つ
け
て
も

の
せ
ら
る
ゝ
の
み
に
あ
れ
ば
、
そ
の
み
ま
へ
に
手
向
つ
る
月
日
を
も
い
つ
と
し

り
て
し
が
な
、
同
じ
心
の
人
々
の
奉
り
つ
る
哥
ど
も
を
も
見
て
し
が
な
と
て
、

し
ば
〳
〵
に
こ
ひ
お
こ
せ
ら
る
ゝ
も
す
く
な
か
ら
ね
ば
、
げ
に
ま
の
あ
た
り
な

ら
ぬ
こ
と
は
お
ぼ
つ
か
な
か
ら
ま
し
、
書
と
り
て
お
く
り
な
ば
人
々
の
ゝ
ぞ
み

も
た
り
ぬ
べ
か
め
れ
ど
も
、
あ
ま
た
ど
こ
ろ
に
も
の
せ
む
は
い
と
ま
い
る
わ
ざ
、
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狂
歌
師
長
谷
川
数
照
に
つ
い
て　
　
　

青
山
英
正

じ
く
『
狂
歌
百
鬼
夜
興
』
に
名
を
連
ね
、
数
照
が
編
ん
だ
『
狂
歌
蘭
亭
帖
』
で
は
先

述
の
通
り
撰
者
を
務
め
た
玉
兎
園
寸
美
丸
（
澄
麿
）
も
桂
有
彰
と
い
う
名
で
、
や
は

り
『
諸
社
奉
納
歌
集
』
に
参
加
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
数
照
周
辺
の
狂
歌
師
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
狂
名
と
は
別
の
名
で
鐸
舎

社
中
に
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
玉
兎
園
寸
美
丸
と
と
も
に
「
下
鴨
社
之
分
」
の

「
諸
社
奉
納
」
の
「
世
話
」
を
し
た
は
ず
の
長
谷
川
数
照
の
名
が
『
諸
社
奉
納
歌
集
』

に
一
切
見
え
な
い
こ
と
な
ど
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、『
諸
社
奉
納
歌
集
』
の
い
ず
れ

に
も
名
を
連
ね
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
該
書
の
出
版
を
千
楯
に
打
診
す
る
な
ど
し
て

出
版
に
至
る
ま
で
の
主
導
的
役
割
を
果
た
し
、
跋
文
ま
で
記
し
た
長
谷
川
清
秋
が
数

照
そ
の
人
で
あ
る
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

　

も
う
一
つ
の
傍
証
は
、
清
秋
と
数
照
の
通
称
を
め
ぐ
る
も
の
で
あ
る
。『
諸
社
奉

納
歌
集
』
各
部
の
巻
頭
に
お
い
て
、
清
秋
の
通
称
が
長
谷
川
徳
兵
衛
と
さ
れ
て
い
た

こ
と
は
先
述
の
通
り
だ
が
、
同
時
期
の
数
照
の
通
称
も
ほ
か
な
ら
ぬ
徳
兵
衛
で
あ
っ

た
こ
と
を
、
服
部
仁
が
紹
介
し
て
い
る
。
服
部
は
、
京
都
鹿
ヶ
谷
安
楽
寺
に
あ
る
田

鶴
丸
の
墓
・
位
牌
・
過
去
帳
を
調
査
し
、
天
保
六
年
に
没
し
た
田
鶴
丸
の
過
去
帳
の

願
主
が
「
和
泉
屋
徳
兵
ヱ
数
照
」
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
数
照
が
、
天
保
八
年
九
月
頃

に
田
鶴
丸
の
追
悼
集
『
田
鶴
の
な
ご
り
』
を
編
ん
で
い
た
こ
と
も
明
ら
か
に
し
）
7
（

た
。

京
都
に
お
け
る
田
鶴
丸
追
悼
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
長
谷
川
数
照
は
「
和
泉
屋
徳
兵

ヱ
数
照
」
と
別
人
で
は
あ
り
得
な
い
以
上
、
同
じ
通
称
を
持
つ
長
谷
川
徳
兵
衛
清
秋

も
、
や
は
り
数
照
そ
の
人
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

な
お
、
長
沢
伴
雄
編
『
類
題
和
歌
鴨
川
集
』
初
編
（
嘉
永
元
年
序
刊
）
巻
末
の
作

者
姓
名
録
に
は
、「
清
秋　

長
谷
川
治
兵
衛
」
と
あ
る
。
本
稿
冒
頭
で
も
紹
介
し
た

通
り
『
平
安
人
物
志
』
嘉
永
五
年
版
に
お
い
て
も
、
清
秋
の
通
称
は
長
谷
川
治
兵
衛

と
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
清
秋
こ
と
数
照
は
、
少
な
く
と
も
『
諸
社
奉
納
歌

集
』
の
編
集
か
ら
刊
行
に
至
る
天
保
六
年
か
ら
同
九
年
ま
で
の
間
は
長
谷
川
徳
兵
衛

感
じ
る
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
私
的
な
願
い
事
で
あ
る
、
そ
れ
を
印
刷
し

て
公
に
す
る
の
は
恐
れ
多
い
こ
と
で
あ
る
と
言
っ
て
許
し
て
く
れ
な
か
っ
た
。
し
か

し
、
た
だ
仲
間
が
詠
ん
だ
歌
を
見
て
お
互
い
の
苦
労
を
分
か
ち
合
お
う
と
い
う
だ
け

の
こ
と
だ
か
ら
と
強
い
て
頼
み
込
み
、
こ
の
よ
う
に
出
版
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
そ

の
経
緯
を
私
清
秋
が
跋
文
と
し
て
記
す
よ
う
、
相
談
し
た
仲
間
た
ち
が
勧
め
る
の
で

断
り
切
れ
ず
、
私
が
こ
の
た
び
の
き
っ
か
け
作
り
を
し
た
の
も
神
の
御
心
で
あ
ろ
う

と
、
僭
越
な
が
ら
筆
を
執
っ
た
次
第
で
あ
る
。

　

こ
の
清
秋
の
言
に
よ
れ
ば
、
諸
社
に
歌
を
奉
納
す
る
こ
と
自
体
は
千
楯
に
よ
る
企

画
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
し
か
し
、
そ
の
出
版
は
清
秋
を
始
め
と
す
る
鐸
舎
の
同
人
た

ち
が
希
望
し
た
こ
と
で
あ
り
、
中
で
も
主
導
的
な
役
割
を
果
た
し
た
の
が
清
秋
だ
っ

た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

そ
し
て
、
こ
の
『
諸
社
奉
納
歌
集
』
下
鴨
社
之
部
の
刊
行
直
前
の
進
捗
状
況
を
、

千
楯
の
視
点
か
ら
語
っ
た
書
簡
が
残
っ
て
い
る
。
天
保
七
年
と
推
定
さ
れ
る
架
蔵
の

三
月
十
六
日
付
伊
東
颯
々
宛
千
楯
書
簡
で
あ
）
5
（

る
。
そ
こ
に
は
、
次
の
よ
う
な
一
文
が

あ
る
。然

者
諸
社
奉
納
、
長
谷
川
数
照
主
、
桂
澄
麿
主
玉
兎
園
之
事
御
世
話
ニ
而
、
先
下

鴨
社
之
分
よ
り
急
々
彫
立
之
御
積
り
相
成
、
此
節
板
下
ニ
相
か
ゝ
り
申
候
。

『
諸
社
奉
納
歌
集
』
下
鴨
社
之
部
は
、
長
谷
川
数
照
と
桂
澄
麿
す
な
わ
ち
玉
兎
園
の

世
話
で
、
急
ぎ
彫
刻
を
お
こ
な
う
べ
く
板
下
に
取
り
か
か
っ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
と
千

楯
は
言
う
。
千
楯
と
数
照
と
の
接
点
は
、
文
政
十
三
年
刊
行
の
『
狂
歌
百
鬼
夜
興
』

に
数
照
が
参
加
し
、
千
楯
が
序
文
を
寄
せ
た
時
に
は
遅
く
と
も
生
じ
て
い
る
。
お
そ

ら
く
両
者
の
仲
立
ち
と
な
っ
た
の
は
、
同
書
の
編
者
菊
廼
屋
真
恵
美
で
あ
ろ
う
。
真

恵
美
は
数
照
と
同
じ
真
顔
門
の
狂
歌
師
で
あ
り
、
ま
た
京
都
の
両
替
商
恵
比
須
屋
島

田
八
郎
左
衛
門
と
し
て
千
楯
の
本
家
筋
に
当
た
っ
て
い
た
人
物
で
も
あ
）
6
（

る
。
そ
の
真

恵
美
は
島
田
周
忠
と
い
う
名
で
『
諸
社
奉
納
歌
集
』
に
も
参
加
し
て
お
り
、
ま
た
同
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人
職
人
名
鑑
で
あ
る
『
商
人
買
物
独
案
内
』
天
保
二
年
版
お
よ
び
嘉
永
四
年
版
に
、

大
坂
順
番
飛
脚
仲
間
の
一
員
と
し
て
所
在
地
と
と
も
に
次
の
よ
う
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
。

四
条
通
富
小
路
角　

和
泉
屋
次マ

マ

兵
衛

六
角
室
町
東ヘ

入　

和
泉
屋
徳
兵
衛

　

大
坂
順
番
飛
脚
仲
間
と
は
、
京
と
大
坂
を
結
ぶ
定
期
便
を
担
っ
た
飛
脚
問
屋
仲
間

の
こ
と
で
あ
）
11
（
る
。
和
泉
屋
徳
兵
衛
の
所
在
地
で
あ
る
六
角
室
町
東
へ
入
は
、『
平
安

人
物
志
』
天
保
九
年
版
に
数
照
の
居
住
地
と
し
て
記
さ
れ
て
い
た
六
角
烏
丸
西
と
一

見
異
な
る
よ
う
に
映
る
も
の
の
、
室
町
通
は
烏
丸
通
の
す
ぐ
西
側
の
通
り
で
あ
る
か

ら
、
実
際
に
は
同
じ
場
所
を
指
し
て
い
る
。

　

和
泉
屋
治
兵
衛
の
名
は
、
京
都
の
地
誌
兼
案
内
書
で
あ
る
『
京
羽
二
重
大
全
』
の

延
享
二
年
版
、
明
和
五
年
版
、
天
明
四
年
版
、
文
化
八
年
版
に
も
見
え
る
。
一
方
、

同
書
に
お
け
る
和
泉
屋
徳
兵
衛
の
掲
載
は
天
明
四
年
版
と
文
化
八
年
版
の
み
で
あ
り
、

和
泉
屋
徳
兵
衛
の
方
が
後
発
の
店
だ
っ
た
と
お
ぼ
し
い
。

　

和
泉
屋
治
兵
衛
と
徳
兵
衛
と
い
う
両
店
の
関
係
に
つ
い
て
は
、「
京
飛
脚
仲
間
定

帳
」（
天
明
八
年
改
、
三
井
文
庫
）
12
（
蔵
）
と
い
う
、
京
都
行
き
荷
物
を
取
り
扱
う
大
坂

の
京
飛
脚
仲
間
の
規
定
を
記
し
た
史
料
が
手
掛
か
り
に
な
る
。
と
い
う
の
は
、
そ
こ

に
は
和
泉
屋
治
兵
衛
と
徳
兵
衛
の
大
坂
出
店
に
お
け
る
相
続
や
名
義
変
更
の
届
け
出

内
容
が
逐
一
貼
紙
に
よ
っ
て
追
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
大
坂
出
店
を
通
じ
て
で
は
あ

る
が
両
店
の
動
向
を
経
年
的
に
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、
和
泉
屋
治
兵
衛
の
項
に
は
、
天
明
八
年
の
本
紙
と
文
政
四
年
の
貼
紙

に
、「
幼
少
ニ
付
代
判
徳
（
得
）
兵
衛
」
と
い
っ
た
付
記
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
文

政
十
三
年
に
同
店
の
名
義
が
和
泉
屋
治
郎
兵
衛
に
変
更
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
際
は

「
幼
少
ニ
付
代
判
得
右
衛
門
」
と
付
記
さ
れ
て
い
）
13
（

る
。
一
方
、
和
泉
屋
徳
兵
衛
の
項

を
見
る
と
、
天
保
六
年
の
貼
紙
に
「
和
泉
屋
得
右
衛
門　

幼
少
ニ
付
代
判
治
郎
兵

と
名
乗
り
、
嘉
永
年
間
に
は
長
谷
川
治
兵
衛
と
名
乗
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。

　

長
谷
川
清
秋
（
数
照
）
の
生
年
に
つ
い
て
は
、
和
歌
山
出
身
の
和
学
者
で
あ
る
長

沢
伴
雄
の
歌
文
集
『
絡つ

石た

の
落
葉
』
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
書
に
は
、

伴
雄
の
嘉
永
四
（
一
八
五
一
）
年
の
詠
と
し
て
「
長
谷
川
清
秋
六
十
賀
に
う
た
へ
る

今
様
」
と
い
う
詞
書
き
を
持
つ
今
）
8
（
様
が
、
ま
た
翌
五
年
の
詠
と
し
て
「
長
谷
川
清
秋

還
暦
祝
」
の
）
9
（
歌
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
清
秋
（
数
照
）
の
生
年
は
、

寛
政
四
（
一
七
九
二
）
年
で
あ
っ
た
と
分
か
る
。
加
え
て
、
同
じ
く
伴
雄
の
安
政
元

（
一
八
五
四
）
年
の
詠
と
し
て
、「
安
政
元
寅
年
四
月
六
日
午
の
四
つ
ば
か
り
、
水
な

が
れ
し
て
大
宮
故
御
所
よ
り
火
出
て
上
の
御
所
仙
洞
み
な
が
ら
焼
ぬ
と
長
谷
川
清
秋

か
づ
け
お
こ
せ
る
と
き
」
と
い
う
詞
書
き
を
持
つ
歌
三
）
10
（
首
も
見
ら
れ
、
清
秋
（
数

照
）
が
少
な
く
と
も
安
政
元
年
、
六
十
三
歳
ま
で
は
存
命
で
あ
っ
た
こ
と
も
判
明
す

る
。

四　

飛
脚
問
屋
と
し
て
の
活
動

　

こ
こ
ま
で
に
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
を
い
っ
た
ん
整
理
し
て
お
こ
う
、
以
下
、
呼

称
は
原
則
と
し
て
数
照
に
統
一
す
る
。

　

数
照
の
通
称
は
仙
助
。
歌
人
と
し
て
の
名
は
清
秋
。
屋
号
は
和
泉
屋
。
寛
政
四
年

の
生
ま
れ
。
文
政
十
三
年
版
の
時
点
で
は
冨
小
路
四
条
南
に
住
し
、
天
保
六
年
か
ら

九
年
に
か
け
て
は
徳
兵
衛
と
名
乗
っ
て
六
角
烏
丸
西
に
移
り
住
み
、
嘉
永
年
間
に
は

治
兵
衛
と
名
乗
っ
て
再
び
四
条
冨
小
路
に
住
ん
だ
。
安
政
元
年
、
六
十
三
歳
ま
で
は

存
命
。

　

で
は
、
そ
の
数
照
の
生
業
は
何
で
あ
っ
た
か
。
結
論
か
ら
言
え
ば
、
そ
れ
は
飛
脚

問
屋
で
あ
っ
た
。
和
泉
屋
治
兵
衛
と
和
泉
屋
徳
兵
衛
の
名
は
、
い
ず
れ
も
京
都
の
商
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狂
歌
師
長
谷
川
数
照
に
つ
い
て　
　
　

青
山
英
正

松
根
宛
長
沢
伴
雄
書
簡
（
佐
賀
県
立
博
物
館
蔵
）
に
、「
偶
居
者
六
角
通
ニ
而
寺
町

を
西
へ
入
と
申
所
ニ
而
上
田
亀
齢
館
と
い
ふ
香
具
屋
有
之
候
、
夫
ニ
止
宿
致
候
」
と

あ
る
よ
う
に
、
伴
雄
が
在
京
中
に
止
宿
し
て
い
た
香
具
屋
で
あ
る
。
在
京
中
の
伴
雄

が
主
宰
し
て
い
た
和
歌
結
社
で
あ
る
絡つ

た
の
や

石
舎
の
月
次
兼
題
を
知
ら
せ
る
一
枚
刷
に
も
、

『
鴨
川
三
郎
集
』
の
完
成
を
祝
う
竟
宴
和
歌
の
提
出
先
と
し
て
、
こ
の
上
田
亀
齢
館

が
指
定
さ
れ
て
い
）
15
（
る
。
そ
の
他
の
詠
草
取
次
所
で
あ
る
秋
田
屋
太
右
衛
門
、
坂
本
屋

喜
一
郎
は
、
い
ず
れ
も
こ
の
後
第
五
編
す
な
わ
ち
『
類
題
和
歌
鴨
川
五
郎
集
』（
嘉

永
七
年
序
刊
）
ま
で
刊
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
一
連
の
『
類
題
和
歌
鴨
川
集
』
の
発

行
を
手
掛
け
た
書
肆
で
あ
る
。

　

次
い
で
、
同
書
の
第
三
編
に
当
た
る
『
類
題
和
歌
鴨
川
三
郎
集
』（
嘉
永
四
年
刊
）

の
投
稿
募
集
文
で
は
、
上
田
亀
齢
館
の
所
在
地
が
京
都
六
角
通
寺
町
西
に
移
転
し
、

か
つ
『
類
題
和
歌
鴨
川
集
』
の
発
行
書
肆
の
一
つ
で
あ
る
和
歌
山
の
書
肆
坂
本
屋
大

二
郎
が
詠
草
取
次
所
に
加
わ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
続
編
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
『
類

題
和
歌
鴨
川
四
郎
集
』
で
は
上
田
亀
齢
館
が
転
宅
し
た
由
が
記
さ
れ
、
そ
の
代
わ
り

に
、「
御
詠
草
取
次
所
」
と
し
て
「
京
都
四
条
通
富
小
路　

和
泉
屋
治
兵
衛
」
の
名

が
記
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

編
者
長
沢
伴
雄
の
止
宿
先
で
あ
っ
た
上
田
亀
齢
館
を
除
け
ば
発
行
書
肆
が
務
め
て

い
た
詠
草
取
次
所
に
、
な
ぜ
飛
脚
問
屋
の
和
泉
屋
治
兵
衛
が
加
わ
っ
た
の
か
。
嘉
永

五
年
と
言
え
ば
、
ち
ょ
う
ど
数
照
が
当
主
の
治
兵
衛
を
名
乗
っ
て
い
た
時
期
で
あ
る
。

数
照
は
清
秋
の
名
で
『
類
題
和
歌
鴨
川
集
』
に
入
集
し
て
お
り
、
編
者
の
長
沢
伴
雄

と
は
六
十
賀
や
還
暦
祝
の
歌
を
贈
ら
れ
る
ほ
ど
の
交
流
が
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
は
そ

う
し
た
縁
故
に
よ
っ
て
、
数
照
が
伴
雄
に
助
力
を
依
頼
さ
れ
た
と
い
う
の
が
直
接
の

経
緯
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
そ
も
そ
も
詠
草
取
次
の
よ
う
な
煩
雑
な
業
務
を
、
伴
雄
が
和
泉
屋
治
兵

衛
こ
と
数
照
に
依
頼
し
よ
う
と
考
え
、
実
際
に
数
照
が
そ
れ
を
引
き
受
け
る
こ
と
が

衛
」
と
あ
り
、
さ
ら
に
天
保
九
年
か
ら
は
和
泉
屋
治
郎
兵
衛
貸
家
で
営
業
し
て
い
）
14
（
る
。

こ
の
和
泉
屋
治
（
次
）
郎
兵
衛
と
い
う
の
は
、
先
述
の
『
商
人
買
物
独
案
内
』
に
お

い
て
京
都
の
和
泉
屋
治
（
次
）
兵
衛
の
大
坂
取
引
店
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
和

泉
屋
得
右
衛
門
も
同
書
に
お
い
て
京
都
の
和
泉
屋
徳
兵
衛
の
大
坂
取
引
店
と
さ
れ
て

い
る
。

　

つ
ま
り
、
和
泉
屋
治
兵
衛
と
徳
兵
衛
と
は
大
坂
出
店
も
含
め
て
同
族
に
よ
る
経
営

で
あ
り
、
互
い
に
協
力
し
合
う
関
係
に
あ
る
い
わ
ば
姉
妹
店
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
し
て
、
和
泉
屋
治
兵
衛
の
方
が
徳
兵
衛
よ
り
先
に
店
を
開
い
て
い
る
こ
と
、

和
泉
屋
徳
兵
衛
の
大
坂
出
店
が
、
京
都
の
和
泉
屋
治
兵
衛
の
大
坂
出
店
で
あ
る
治
郎

兵
衛
の
貸
家
で
営
業
し
て
い
た
こ
と
な
ど
を
も
考
え
合
わ
せ
る
と
、
お
そ
ら
く
こ
れ

ら
和
泉
屋
一
統
の
店
の
本
家
に
当
た
る
の
が
京
都
の
和
泉
屋
治
兵
衛
家
で
あ
っ
た
。

　

以
上
を
踏
ま
え
て
数
照
の
商
人
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
を
改
め
て
辿
っ
て
み
る
と
、

数
照
は
和
泉
屋
治
兵
衛
家
で
三
十
代
ま
で
を
過
ご
し
、
四
十
代
に
な
っ
て
分
家
の
和

泉
屋
徳
兵
衛
家
を
嗣
い
だ
後
、
最
終
的
に
本
家
で
あ
る
和
泉
屋
治
兵
衛
家
の
当
主
の

座
に
納
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
加
え
て
、
右
の
キ
ャ
リ
ア
に
数
照
自
身

の
文
事
も
絡
め
る
な
ら
ば
、
若
い
頃
に
は
専
ら
狂
歌
を
楽
し
み
、
徳
兵
衛
家
を
嗣
い

だ
あ
た
り
か
ら
和
歌
に
も
力
を
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
経
緯
が
見
え
て
く
る
。

　

そ
の
上
で
、
数
照
の
飛
脚
業
と
文
事
を
と
も
に
生
か
し
た
仕
事
と
し
て
、
和
泉
屋

治
兵
衛
が
長
沢
伴
雄
編
『
類
題
和
歌
鴨
川
四
郎
集
』（
嘉
永
五
年
跋
刊
）
の
詠
草
取

次
所
を
務
め
た
こ
と
に
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
。

　

も
と
も
と
、『
類
題
和
歌
鴨
川
集
』
初
編
（
嘉
永
元
年
序
刊
）
に
お
い
て
は
、
巻

末
の
投
稿
募
集
文
に
詠
草
取
次
所
と
し
て
京
都
末
吉
町
の
上
田
亀
齢
館
、
大
坂
の
秋

田
屋
太
右
衛
門
、
和
歌
山
の
坂
本
屋
喜
一
郎
の
名
の
み
が
挙
げ
ら
れ
、
投
稿
希
望
者

は
右
の
各
所
に
「
飛
脚
便
の
も
よ
り
に
て
」
詠
草
を
送
付
す
る
よ
う
指
示
さ
れ
て
い

た
。
上
田
亀
齢
館
は
、
亀
井
森
が
紹
介
し
た
と
こ
ろ
の
嘉
永
五
年
二
月
七
日
付
古
川
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
三
十
号　

二
〇
二
二
年

の
歌
が
在
京
の
編
者
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
る
た
め
に
は
、
そ
の
よ
う
な
情
報
の
伝
達

を
可
能
に
す
る
輸
送
網
の
整
備
が
前
提
と
し
て
必
要
で
あ
る
。
そ
し
て
、
和
泉
屋
治

兵
衛
は
、
ま
さ
し
く
大
量
か
つ
広
範
囲
か
ら
の
投
稿
に
対
応
で
き
る
だ
け
の
ノ
ウ
ハ

ウ
と
輸
送
網
を
有
す
る
存
在
で
あ
っ
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
和
泉
屋
治
兵
衛
が
詠
草
取
次
所
に
加
わ
っ
た
こ
と
で
西
国
か
ら
の
投

稿
者
が
増
加
し
た
、
な
ど
と
短
絡
的
に
言
う
つ
も
り
は
な
い
。『
類
題
和
歌
鴨
川
集
』

は
、
長
沢
伴
雄
個
人
の
交
友
圏
を
核
と
し
て
掲
載
歌
が
集
め
ら
れ
て
い
た
初
編
以
降
、

次
第
に
全
国
か
ら
投
稿
が
寄
せ
ら
れ
る
類
題
集
へ
と
成
長
し
て
い
っ
た
が
、
料
歌
の

収
集
に
あ
た
っ
て
は
、
亀
井
森
が
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
地
方
歌
壇
の
指
導
者
が
門

下
の
歌
の
掲
載
を
依
頼
す
る
こ
と
な
ど
も
あ
）
20
（
り
、
複
雑
な
人
間
関
係
が
絡
ん
で
い
た
。

と
は
い
え
、
先
述
の
通
り
飛
脚
便
を
使
っ
た
遠
隔
地
か
ら
の
投
稿
も
す
で
に
初
編
の

投
稿
募
集
文
で
呼
び
か
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
送
付
先
に
新
た
に
飛
脚
問
屋
が
加
わ

る
こ
と
は
、
大
量
の
詠
草
を
円
滑
に
捌
く
た
め
に
も
好
都
合
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と

は
想
像
に
難
く
な
い
。
ま
し
て
、
当
主
自
身
が
文
事
を
嗜
み
、
か
つ
西
国
全
体
に
及

ぶ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
有
し
た
和
泉
屋
治
兵
衛
で
あ
れ
ば
、
詠
草
取
次
所
と
し
て
適
任

だ
と
期
待
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
ま
で
は
、
少
な
く
と
も
言
い
得
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

五　

お
わ
り
に

　

数
照
に
関
す
る
基
本
情
報
を
最
終
的
に
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

　

長
谷
川
数
照
。
狂
歌
師
、
歌
人
。
姓
、
源
。
名
、
清
秋
。
通
称
、
仙
助
・
徳
兵

衛
・
治
兵
衛
。
号
、
白
菊
亭
・
星
廼
屋
・
宝
六
庵
・
佳
友
楼
。
屋
号
、
和
泉
屋
。
寛

政
四
年
の
生
ま
れ
。
安
政
元
年
、
六
十
三
歳
ま
で
は
存
命
。
京
都
の
人
。
文
政
十
三

年
頃
冨
小
路
四
条
南
に
住
し
、
天
保
六
年
か
ら
九
年
に
か
け
て
は
和
泉
屋
徳
兵
衛
と

で
き
た
の
は
、
何
よ
り
も
数
照
が
飛
脚
問
屋
と
し
て
そ
う
し
た
業
務
に
日
常
的
に
携

わ
っ
て
い
た
か
ら
に
ほ
か
な
る
ま
い
。

　

そ
れ
に
加
え
て
、
和
泉
屋
治
兵
衛
が
大
坂
順
番
飛
脚
と
し
て
西
国
全
体
に
及
ぶ
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
有
し
て
い
た
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。
京
都
の
飛
脚
問
屋
を
一
覧
で
き

る
一
枚
摺
「
諸
州
国
々
飛
脚
便
宜
鑑
」（
柏
屋
版
は
近
世
後
期
刊
、
柏
屋
・
三
好
屋

版
は
天
保
三
年
頃
）
16
（
刊
）
に
は
、
大
坂
順
番
飛
脚
所
が
因
幡
、
伯
耆
、
出
雲
、
石
見
、

隠
岐
、
播
磨
、
美
作
、
備
前
、
備
中
、
備
後
、
安
芸
、
周
防
、
長
門
、
紀
伊
、
淡
路
、

阿
波
、
讃
岐
、
伊
予
、
土
佐
、
筑
前
、
筑
後
、
豊
前
、
豊
後
、
肥
前
、
肥
後
、
日
向
、

大
隅
、
薩
摩
、
壱
岐
、
対
馬
と
い
っ
た
三
十
カ
国
に
及
ぶ
「
西
国
筋
并
ニ
江
戸
大
廻

シ
」
を
請
け
負
う
旨
が
記
さ
れ
、
そ
れ
に
続
け
て
和
泉
屋
治
兵
衛
や
徳
兵
衛
ら
の
店

名
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
和
泉
屋
治
兵
衛
や
和
泉
屋
徳
兵
衛
ら
京
都
の

大
坂
順
番
飛
脚
の
輸
送
圏
は
京
坂
間
に
と
ど
ま
ら
ず
、
大
坂
の
飛
脚
問
屋
を
介
し
て

西
国
全
体
に
及
ん
で
い
た
の
で
あ
）
17
（
る
。

　
『
類
題
和
歌
鴨
川
集
』
は
、
続
編
を
重
ね
る
ご
と
に
そ
の
作
者
が
全
国
各
地
へ
拡

大
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
宮
崎
和
廣
に
よ
れ
ば
、
初
編
は
作
者
数
の
べ
二
百
十
五
人

で
京
・
大
坂
・
紀
州
の
歌
人
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
が
、
次
郎
集
は
作
者
数
が
増
加

し
て
の
べ
三
百
五
十
四
人
、
江
戸
・
名
古
屋
の
ほ
か
、
陸
奥
、
越
前
、
越
後
、
加
賀
、

長
崎
、
久
留
米
な
ど
へ
と
そ
の
範
囲
が
拡
大
し
た
と
い
う
。
ま
た
、『
三
郎
集
』
は

の
べ
五
九
八
人
で
、
出
雲
歌
壇
の
作
者
た
ち
か
ら
の
投
稿
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

『
四
郎
集
』
に
至
る
と
の
べ
七
七
六
人
、
増
加
と
拡
大
の
傾
向
は
引
き
続
き
顕
著
で

あ
っ
た
と
い
）
18
（

う
。

　

こ
の
よ
う
に
編
を
重
ね
る
ご
と
に
作
者
数
が
増
加
し
、
か
つ
そ
の
地
理
的
範
囲
が

拡
大
し
て
い
っ
た
の
は
、
確
か
に
宮
崎
の
言
う
よ
う
に
、「『
鴨
川
集
』
の
名
が
著
聞

し
名
声
が
広
ま
り
、
遠
方
近
郊
の
作
者
の
投
稿
意
欲
を
搔
き
立
て
た
）
19
（

為
」
で
は
あ
っ

た
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
歌
集
の
名
声
が
遠
方
の
各
地
に
轟
き
、
ま
た
遠
方
の
作
者
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狂
歌
師
長
谷
川
数
照
に
つ
い
て　
　
　

青
山
英
正

〇
一
六
年
）
四
二
一
頁
所
載
。

（
7
）　

服
部
、
前
掲
注
4
論
文
。

（
8
）　

亀
井
森
編
『
長
澤
伴
雄
歌
文
集　

絡
石
の
落
葉
』
第
二
巻
（
國
立
臺
灣
大
學
圖
書
館
、
二
〇
〇
八

年
）
二
六
九
頁
。

（
9
）　

同
書
、
二
六
五
頁
。

（
10
）　

同
書
、
一
一
六
頁
。

（
11
）　

近
世
の
飛
脚
制
度
に
つ
い
て
は
、
巻
島
隆
『
江
戸
の
飛
脚
』（
教
育
評
論
社
、
二
〇
一
五
年
）
を

参
照
。

（
12
）　

藤
村
潤
一
郎
「
京
飛
脚
仲
間
に
つ
い
て
　

―
　

付
、
京
飛
脚
関
係
史
料
」（『
史
料
館
研
究
紀
要
』
第

十
一
号
、
一
九
七
九
年
三
月
）
の
翻
刻
を
参
照
。

（
13
）　

同
論
文
、
一
七
四
〜
一
七
五
頁
。

（
14
）　

同
論
文
、
一
七
二
頁
。

（
15
）　

亀
井
森
「
古
川
松
根
宛
長
沢
伴
雄
書
簡
等
」（
三
ツ
松
誠
編
『
幕
末
地
方
歌
壇
の
研
究
　

―
　

佐
賀

藩
の
場
合
』
国
文
学
研
究
資
料
館
共
同
研
究
成
果
報
告
書
、
研
究
代
表
者
三
ツ
松
誠
、
二
〇
二
一
年

三
月
）。

（
16
）　

柏
屋
版
お
よ
び
柏
屋
・
三
好
屋
版
の
翻
刻
は
藤
村
潤
一
郎
「
翻
刻
飛
脚
関
係
摺
物
史
料
（
四
）」

（『
創
価
大
学
人
文
論
集
』
第
六
号
、
一
九
九
四
年
三
月
）
を
参
照
。
柏
屋
・
三
好
屋
版
の
刊
年
推
定

は
、
同
「
史
料
紹
介　

京
都
「
諸
州
国
々
飛
脚
便
宜
鑑
」
に
つ
い
て
」（『
史
料
館
報
（
国
立
史
料

館
）』
第
二
十
六
号
、
一
九
七
七
年
三
月
）
に
よ
る
。
ま
た
、
巻
島
前
掲
注
11
書
一
一
〇
頁
の
一
覧

表
も
参
照
し
た
。

（
17
）　

巻
島
、
前
掲
注
11
書
、
一
〇
五
頁
。

（
18
）　

中
澤
伸
弘
・
宮
崎
和
廣
編
『
類
題
和
歌
鰒
玉
・
鴨
川
集
』
六
（
ク
レ
ス
出
版
、
二
〇
〇
六
年
）

「
解
題
」
四
六
〜
四
九
頁
。

（
19
）　

同
書
、「
解
題
」
四
六
頁
。

（
20
）　

亀
井
森
「
近
世
後
期
類
題
和
歌
集
編
纂
の
一
齣
」（『
近
世
文
藝
』
第
九
十
号
、
二
〇
〇
九
年
七

月
）。

＊
図
版
の
掲
載
を
ご
許
可
下
さ
っ
た
跡
見
学
園
女
子
大
学
図
書
館
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
本
稿

の
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
牧
野
悟
資
氏
、
亀
井
森
氏
に
ご
教
示
を
た
ま
わ
り
ま
し
た
。
併
せ
て
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

名
乗
っ
て
六
角
烏
丸
西
に
移
り
住
み
、
嘉
永
年
間
に
は
和
泉
屋
治
兵
衛
と
名
乗
っ
て

再
び
四
条
冨
小
路
に
住
ん
だ
。
和
泉
屋
徳
兵
衛
、
和
泉
屋
治
兵
衛
と
も
、
大
坂
順
番

飛
脚
仲
間
に
属
す
る
飛
脚
問
屋
で
あ
る
。
狂
歌
師
と
し
て
は
四
方
真
顔
門
で
、
数
照

の
名
で
菊
廼
屋
真
恵
美
編
『
狂
歌
百
鬼
夜
興
』（
文
政
十
三
年
刊
）
ほ
か
多
く
の
狂

歌
集
に
入
集
し
、
自
ら
も
『
狂
歌
蘭
亭
帖
』（
天
保
二
年
刊
）
を
編
ん
だ
。
歌
人
と

し
て
は
清
秋
の
名
で
城
戸
千
楯
の
主
宰
す
る
鐸
舎
社
中
に
参
加
し
、『
諸
社
奉
納
歌

集
』『
類
題
和
歌
鴨
川
集
』
な
ど
に
出
詠
し
た
。
ま
た
、『
類
題
和
歌
鴨
川
四
郎
集
』

で
は
詠
草
取
次
所
も
務
め
た
。

　

近
世
後
期
か
ら
幕
末
に
か
け
て
、
全
国
規
模
で
投
稿
歌
を
募
る
類
題
和
歌
集
の
刊

行
が
流
行
す
る
が
、
そ
の
流
行
を
即
物
的
な
レ
ベ
ル
で
下
支
え
し
た
の
は
大
量
の
詠

草
を
運
び
届
け
た
飛
脚
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
と
も
す
れ

ば
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
通
例
で
は
発
行
書
肆
が
お
こ
な
う
詠
草

取
次
と
い
う
業
務
に
飛
脚
問
屋
の
和
泉
屋
治
兵
衛
が
加
わ
っ
た
こ
と
は
、
近
世
後
期

に
お
け
る
和
歌
の
盛
行
と
い
う
文
化
現
象
を
支
え
た
産
業
的
基
盤
の
一
端
を
垣
間
見

せ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

註（
1
）　

石
川
了
『
江
戸
狂
歌
壇
史
の
研
究
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
一
年
）
四
六
四
頁
の
推
定
に
よ
る
。

（
2
）　

菊
廼
屋
真
恵
美
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
菊
廼
屋
真
恵
美
年
譜
稿
」（『
中
央
大
学
紀
要
（
言
語
・
文

学
・
文
化
）』
第
一
二
一
号
、
二
〇
一
八
年
二
月
）
を
参
照
。

（
3
）　

高
橋
章
則
『
江
戸
の
転
勤
族
』（
平
凡
社
、
二
〇
〇
七
年
）
二
四
一
頁
。

（
4
）　

田
鶴
丸
に
つ
い
て
は
、
服
部
仁
「
田
鶴
丸
小
伝
」（『
日
本
文
学
』
第
六
十
二
巻
十
号
、
二
〇
一
三

年
十
月
）
を
参
照
。

（
5
）　

拙
稿
「
伊
東
颯
々
宛
城
戸
千
楯
書
簡
三
十
八
通
　

―
　

翻
刻
と
解
題
」（『
明
星
大
学
研
究
紀
要　

人

文
学
部
日
本
文
化
学
科
』
第
二
十
号
、
二
〇
一
二
年
三
月
）。

（
6
）　

天
保
三
年
と
推
定
さ
れ
る
十
一
月
三
日
付
伊
東
颯
々
宛
城
戸
千
楯
書
簡
に
、「
主
人
真
恵
美
義
も
、

当
月
末
ニ
者
江
戸
よ
り
帰
京
被
致
様
子
ニ
御
座
候
。」
と
い
う
一
節
が
あ
る
（
拙
稿
、
前
掲
注
5
）。

な
お
、
同
書
簡
は
筆
者
架
蔵
、
影
印
は
後
藤
憲
二
編
『
類
聚
名
家
書
簡
首
扁
』（
青
裳
堂
書
店
、
二


